文部科学省 私立大学研究ブランディング事業（令和元年度）
工学院大学総合研究所 都市減災研究センター（UDM）業績報告書
テーマ１　村上正浩、藤賀雅人、境野健太郎（建築学部）
福田一帆、雨車和憲（情報学部）
査読付き論文

1. 久田嘉章、 田中信也、 金田惇平、 寺本彩乃、 中村航、村上正浩、 鱒沢曜、 境茂樹、 仲野健一、 森清隆、 木本幸一郎、2016年熊本地震の地表地震断層の近傍における建物の被害調査と活断層対策、日本地震工学会論文集、20巻 2号、pp.2_90-2_132、2020

2. 田村雅紀、村上正浩、金山直司、新藤淳、新宿副都心のエリア防災に活用するドローン技術・システム、コンクリート工学　特集 UAV(ドローン)技術の現状とコンクリート構造物への適用、57/ 9、pp.726-732、2019
3. 新藤淳、村上正浩、廣井悠、市居嗣之、宮田桜子、黒目剛、虎谷洸、新宿駅周辺地域における帰宅困難者一時滞在施設開設支援手法の開発、日本地震工学会論文集 特集号「第15回日本地震工学シンポジウム」その2、19/6、pp.6_296-6_305、2019
4. 須田眞史，河合慎介，境野健太郎，筧淳夫，山下哲郎、一般急性期病院外来部門の諸元分析による原単位の検討－病院FMに関する原単位の考察 その１－、日本建築学会技術報告集、Vol.25/No.61、pp.1233-1237、日本建築学会、2019.10
国際学会論文（査読付も含む）

1. Kazunori Uruma, Katsumi Konishi, Tomohiro Takahashi, Toshihiro Furukawa, “A novel approach to image steganography based on the image colorization,” IEEE Int. Conf. on Visual Communications and Image Processing, 2019. DOI:10.1109/VCIP47243.2019.8965732.
学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

1. 境野健太郎、アーキテクチャー× マネジメント［54］ 西葛西・井上眼科病院、Vol.78/No.6、pp.398-403、「病院」、医学書院、2019.6
2. 佐藤雅之，永井岳大，福田一帆，近藤 悟，磯貝 愛，ヒューマンインフォメーションの研究動向．映像情報メディア学会誌，73(5)，925-931，2019
招待講演

1. 村上正浩、新宿駅周辺防災対策協議会の取組、中央区帰宅困難者支援施設運営協議会、2020年1月24日
2. 村上正浩、首都直下地震とその対策、日中留学推進機構、2020年1月16日
3. 村上正浩、地震後の火災と対策ｰ首里城火災を受けてｰ、南多摩中等教育学校防災講話、2019年12月20日
4. 村上正浩、業務地域のエリア防災対策、「出前研究室」セミナー　～「防災・減災・災害対応」編～、2019年12月19日
5. 村上正浩、産学公連携による減災研究～新宿駅周辺地域をモデルとして～、工学院大学技術士会講演会、2019年12月6日
6. 村上正浩、地新宿区におけるマンション防災について、2019年11月23日
7. 村上正浩、地域防災力強化の取り組み、令和元年度新宿区三消防署合同住宅防火対策推進協議会、2019年10月30日
8. 村上正浩、新宿駅周辺の業務地域と周辺住宅地での防災活動、第3回災害時の住環境・生活環境EXPO2019、2019年10月29日
9. 村上正浩、新宿駅周辺地域のエリア防災について、OBP安全安心部会（防災担当者会議）防災講演会、2019年10月23日
10. 村上正浩、ターミナル駅周辺地域のエリア防災対策、筑波大学リスク工学研究会RERM、2019年10月21日
11. 村上正浩、地域防災力向上のために必要な考え方と具体的な取組み、東京都赤十字救護ボランティア活動推進協議会総、2019年4月21日
12. 藤賀雅人、新宿区市民フォーラム「住民主体の防災まちづくりの進め方」2019.8

13. 境野健太郎、障がいのある方への住まいと環境について、第90回鹿児島県障害者支援施設協議会研修会、鹿児島東急REIホテル、2019年11月22日
口頭発表

1. 土屋瑛博、村上正浩、過去の震災経験から見た避難所運営課題の抽出、第 45 回（2019 年度）地域安全学会研究発表会（秋季）、2019年11月2日
2. 柳田悠太郞、村上正浩、ターミナル駅周辺地域を対象としたエリア災害対応支援システムの開発、2019年度日本建築学会大会（北陸）、2019年9月6日
3. 本野睦樹、村上正浩、長野市戸隠伝統的建造物群保存地区の火災対策に関する研究、2019年度日本建築学会大会（北陸）、2019年9月5日
4. 新藤淳、村上正浩、宮田桜子、帰宅困難者一時滞在施設開設キットの開発と実動訓練による検証、2019年度日本建築学会大会（北陸）、2019年9月6日
5. ターミナル駅周辺地域を対象としたエリア災害対応支援システムの開発
6. 土屋瑛博、村上正浩、帰宅困難者一時滞在施設の運営に関する研究‐都立南多摩中等教育学校をモデルとして-、2019年度日本建築学会大会（北陸）、2019年9月5日
7. 金山直司、村上正浩、田村雅紀、新藤淳、新宿駅周辺地域への実装を見据えた災害対応へのドローン活用に関する実証実験　その６　情報収集・発信及び外壁損傷調査へのドローン活用実験、2019年9月6日
8. 井上佳那子、久田嘉章、村上正浩、長周期地震動による超高層建築の応答・損傷予測と対応支援システムの開発と利活用　―その１：長周期地震動による超高層建築の応答・損傷予測アプリ「びるゆれコール」の開発―、2019年度日本建築学会大会（北陸）、2019年9月4日
9. 阿部航大,藤賀雅人「神奈川県内沿岸主要駅における帰宅困難者対策の特性比較 -鎌倉市における社寺活用に着目して-」日本建築学会関東支部研究発表会, pp.375-378, 2020.3
10. 加藤千恵子,上原亮太,藤賀雅人「東京都における附置義務駐車場低減に向けた地域ルールの設定と運用」日本建築学会関東支部研究発表会, pp.383-386, 2020.3

11. 田村光希,藤賀雅人「不燃化推進特定整備地区における住替え助成制度の設定状況」日本建築学会関東支部研究発表会, pp.533-536, 2020.3 
12. 石川大樹、成松和輝、村上正浩、小林崇浩、関 俊介、福田一帆、VRを活用した自衛消防隊の役割理解コンテンツ、映像情報メディア学会冬季大会 ［企画セッション2］デモ展示：VR/ARを支える要素技術および応用技術、2019年12月12日
13. 舘上花歩，雨車和憲，“スパース最適化およびARモデルに基づくビル壁面の傷の自動検出”電子情報通信学会総合大会，2020
外部資金の獲得

1. 村上正浩、文部科学省・科研費・基盤C／2017～2020年度／260千円、大規模ターミナル駅周辺地域の都市型オールハザード対応の標準化モデルの開発（研究代表）
2. 村上正浩、新宿区・受託研究／2019年度／4,500千円／新宿駅周辺防災まちづくり事業（研究代表）
3. 村上正浩、新宿区・受託研究／2019年度／7,840千円／発災対応型防災訓練、女性をはじめ配慮を要する方の視点でのワークショップ及び避難所運営ゲーム企画運営（研究代表）
4. 藤賀雅人、公益財団法人小田急財団 研究助成／2019年度／1,000千円、大都市商業エリアにおける余剰建築空間の低減に向けた取り組みに関する研究（研究代表）
5. 境野健太郎、住宅総合研究財団／令和元～2年度／ 950千円、重度・重複障害児のための環境整備に関する研究－「ユニット型」教室配置をもつ特別支援学校への建替事例を通して－(研究代表）
6. 福田一帆、文部科学省・科研費・基盤B一般／平成29～32 年度／4,680 千円、実環境における物体色知覚および照明光推定機構の心理物理実験と分光計測による解明(研究代表）
7. 雨車和憲、文部科学省・科研費・研究活動スタート支援／平成29-30年度／2470千円、グラフ信号処理およびカラリゼーション符号化に基づく多チャネル動画像符号化の開発（研究代表者）
8. 雨車和憲、文部科学省・科研費・若手研究／令和元-3年度／3770千円、低コストで高性能な無人観測ロボットのための多チャネル劣化動画像同時復元技術の構築（研究代表者）
各種メディア（新聞・テレビ・ラジオなど）・展示会等で公表

1. 村上正浩、くらし探検隊　避難所運営、ゲームで疑似体験　拠点開設、手助けグッズも（一時滞在施設開設キット）、日本経済新聞朝刊、2020年2月29日
2. 村上正浩、ほか、工学院大学／エリア防災＋新宿、第23回震災対策技術展（横浜）、2020年2月6日～7日
3. 村上正浩、BSテレビ東京「そなエリア散歩」、2020年1月16日
4. 村上正浩、ほか、ドローンを用いた情報収集及び滞留者誘導実証実験について、2019年12月6日（産経新聞など4メディアで掲載）
5. 村上正浩、災害活動拠点の設営を支援するEva Quick、イノベーション・ジャパン2019、2019年8月29～30日
6. 村上正浩、復興・都市復興について考えるセミナーを開催＜第3回災害時の住環境・生活環境EXPO 2019（東京西新宿）において＞、2019年10月15日（リファイドニュースなど17メディアで掲載）
7. 村上正浩、工学院大学が『新宿防災ウィーク2019』で災害対応車両や防災ツールを展示、2019年11月11日（@niftyビジネスなど6メディアで掲載）
8. 村上正浩、木造密集市街地の整備、住宅情報誌「都心に住む」8月号、2019年7月4日
輩出した博士・修士・学士（博士は氏名・表題・取得年月日、その他は人数のみ）
修士2名、学士41名

その他（報告会・シンポジウムの主催・共催など）
1. 村上正浩、令和元年度熊本市立託麻西小学校・南小学校避難所の開設・運営ため演習、2020年2月17日
2. 村上正浩、首都圏での大地震時のリスク－地盤・建物の被害は？ 災害時の法的対策は？－、第23回震災対策技術展（横浜）関連シンポジウム、2020年2月6日
3. 村上正浩、災害後も住み続けられるまちの実現に向けて、第３９回新宿区くらしを守る消費生活展、2020年1月16日・17日
4. 村上正浩、町田市防災リーダー講習会、2019年11月23日
5. 村上正浩、御茶ノ水駅周辺地域のエリア防災計画の作成、危機管理士1級試験、2019年11月3日
6. 村上正浩、新宿防災ウィーク2019、2019年11月8日～18日
7. 村上正浩、平成30年度新宿駅周辺防災対策協議会セミナー・講習会・訓練、2019年6月～2020年2月（セミナー2回、講習会5回、訓練1回）
8. 村上正浩、女性をはじめ配慮を要する方の視点での防災ワークショップ（計6回）、2018年9月～2020年2月
9. 村上正浩、新宿区避難所開設キット導入のためのワークショップ・避難所開設訓練（計4回）、2019年9月～2019年11月
10. 村上正浩、震災・防災講話、工学院大学附属中学校、2019年7月20日
11. 福田一帆、（学生による受賞）映像情報メディア学会優秀研究発表賞(2019年12月受賞)、受賞者：保谷航大，VRによる火災避難体験時の行動特性と精神負荷ストレスに関する研究、映像情報メディア学会技術報告VOL.43,NO.8，資料HI2019-53, 2019
